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国⽴がん研究センター作成（厚⽣労働省健康局 がん・疾病対策課編集）

受診者数＝a

（ｂ〜ｊの説明は次⾴に記載）

c = ⽣検部位以外に病変の存在が疑われる場合、⽣検陰性であったが再⽣検が必要な場合
（⼀度精検受診にカウントされているので、要精検とはしない）

d ＝⽣検または再検査が必要な場合
（再検査時の⽣検の必要の有無は精検医が判断する）
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−後⾴資料、フローチャートとの対応−
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●平成30年度地域保健・健康増進報告（平成29年度検診受診者の精検結果報告）

内視鏡検査結果区分と事業報告の対照表
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（要精検の内訳を把握し、検診現場で要精検の診断が適切に⾏われているかを評価する）

①検診時に精密検査（⽣検）を⾏ったのか（ｂ）

②検診時に精密検査（⽣検）を⾏わず、ダブルチェックで要精検（再検査）となったのか（ｄ）

③①のうちダブルチェックで要再検査となったのか（ｃ）

平成30年度事業報告から新設
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